
 

 「高被引用論文著者数でも中国 2 位に浮上 クラリベイト・アナリティクス社分析」 

       

国際情報サービス会社「クラリベイト・アナリティクス社」は 11 月 19 日、論文が他の

研究者に引用された数が特に多い研究者 6,217 人を「高被引用論文著者リスト 2019 年版」

として発表した。高被引用論文著者が最も多い国は米国で､2,737 人と 44％を占めている。

今年の特徴は､中国が英国を抜いて 2 位に浮上したこと｡数も 2018 年の 482 人から 636 人

と大幅に増えた。中国は 2017 年に 4 位から 3 位に順位を上げたが、躍進はとまらず、数は

この発表が始まったのは 2014 年に比べると 3 倍に増えている。 

 

 

    （クラリベイト・アナリティクス社プレスリリースから） 

 

 オーストラリアも躍進 

 分析の基になったのは、クラリベイト・アナリティクス社が持つ世界最大の論文引用索

引・研究情報プラットフォーム「Web of Science」の膨大な論文データ。2008 年から 2018

年の 11 年間に他の研究者に引用された回数がその研究分野でトップ 1％に入る論文を複数

発表し､後続の研究に大きな影響を与えている科学者、社会科学者が選ばれている。中国以

外で目を引くのは､オーストラリアの躍進ぶり。2014 年に 80 人だったのが、2018 年には



245 人、さらに 2019 年には 271 人と増え続けている。国・地域別の比較は、研究者の国籍

によるものではなく、研究者の第一所属機関（Primary affiliation）が所在する国となってい

る。オーストラリアの躍進は､国内出身者の活躍に加え、研究機関が他の国・地域の高被引

用論文著者を積極的に採用しているため、とクラリベイト・アナリティクス社はみている。 

 

際立つ米国の強さ 

 高被引用論文著者を数多く抱えている機関をみると、上位は米国の大学、研究所が圧倒的

に多い。１位はハーバード大学の 203 人、2 位はスタンフォード大学の 103 人で、上位 20

機関中、米国が 14を占める｡その中で､中国科学院が 101人と 3位に入っており、清華大学

も 19位（42人）に食い込んでいる中国の存在が目立つ。残りは英国の 3機関、ドイツの１

機関で、これら四つの国にオーストラリアを加えた上位 5 カ国だけに、高被引用論文著者

6,217人の 72％が集中している。 

 

 



  

（クラリベイト・アナリティクス社プレスリリースから） 

  

日本の低迷あらためて明らかに 

 日本については、近年、高被引用論文数の国・地域別比較で順位の低落が目立っている。

今回の発表でもあらためて低迷ぶりが裏付けられた形だ。2017 年には高被引用論文著者と

して選ばれたのは 72人で、2014年に比べ半減している。クラリベイト・アナリティクスに

よると、2018年には 91人、今回 2019年は 98人と増えてはいる。しかし、トップの米国の

2,737人にははるかに及ばず、中国の 636人に比べても 6分の 1以下だ。 

 

 国・地域別順位も 2014年の 5位から 2015年には 8位に下がり、2016年、2017年は辛く

も 10 位にとどまっていたのが、2018 年には 13 位に落ちている。今回 11 位に上がったが、

10 位内には入れなかった。日本国内の機関で最も多くの高被引用論文著者が選ばれたのは

東京大学だが、12人にとどまる。上位 3位のハーバード大学(203人)、スタンフォード大学

（103 人）、中国科学院(101)はもとより、19 位の清華大学(42 人)に比べても、見劣りは明

らかだ。 

 

高被引用論文著者数の順位における日中両国の比較 

 

 

日本の機関別高被引用論文著者数(2019年) 



 

（クラリベイト・アナリティクス提供） 

 

日本国内では､現在 2021 年度から 5 年間の科学技術・イノベーション政策の基本を定め

る「第 6 期科学技術基本計画」の策定作業が進む。11 月 6 日に開かれた文部科学省科学技

術・学術政策研究所主催のシンポジウム「第 6 期科学技術基本計画に向けて日本の未来像

を展望する」で基調講演した濱口道成科学技術振興機構理事長は、日本の現状について次の

ような厳しい見方を示している。 

 

「研究者数で見ると日本は世界で 3 番目に多い国であるにもかかわらず、論文数で比較

すると近年、国別順位の低下が顕著。人口 100 万人当たりの博士号取得者数が減少してい

るのは、米国、 ドイツ､フランス、英国､韓国、中国といった主要国の中で日本だけだ」 

 



 

シンポジウム「第 6 期科学技術基本計画に向けて日本の未来像を展望する」で基調講演す

る濱口道成科学技術振興機構理事長（11月 6日、文部科学省） 

 

 

 文 小岩井忠道（JST客观日本编辑部） 

 

 

関連サイト 

 クラリベイト・アナリティクス社プレスリリース「科学・社会科学分野における世界最高

峰の研究者を選出した 高被引用論文著者リスト 2019 年版発表」 

 https://clarivate.jp/wp-content/uploads/2019/11/Final_Highly-Cited-

Researchers_2019.pdf 

 

関連記事 

 2019 年 11 月 18 日客観日本「日本开始制定第 6 期科学技术基本计划，专家对现状忧心重

重 

 http://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20191118000004.html 

2019 年 08 月 15 日 SPC 取材リポート「国際共著論文でも米中 2 強時代に 科学技術・学術政策

研究所が報告書」 

2019 年 07 月 12 日客観日本「日本文科省调查：大学教师科研时间降至史上最低」 

http://www.keguanjp.com/kgjp_jiaoyu/kgjp_jy_gdjy/pt20190712060003.html 

2019 年 05 月 23 日客観日本「日本工程院会长谈大学改革：学生不应该和老师同一研究方

向，大学不适合做大型项目」 

https://clarivate.jp/wp-content/uploads/2019/11/Final_Highly-Cited-Researchers_2019.pdf
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  http://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_kjdx/pt20190523060002.html 

 2019 年 05 月 10 日客観日本「日本工程院发布紧急建议，遏止工程和科技能力下滑」 

  http://www.keguanjp.com/kgjp_jiaoyu/kgjp_jy_gdjy/pt20190510060001.html 

 2019 年 1 月 25 日 SPC 取材リポート「比亜迪汽車、小米科技 Top100 入り 最も革新的

企業・研究機関に中国から 3 社」 

  https://spc.jst.go.jp/experiences/coverage/coverage_1902.html 

2018年 12月 12日 SPC 取材リポート「注目研究領域でも中国の先導顕著に」 

2018年 09月 28日 SPC 取材リポート「清華大学アジアでトップ 英教育誌世界大学ランキング

で」 

2018 年 06 月 21 日客観日本「日本发布“综合创新战略”，对大学改革、AI 应用抱有危机

感」 

http://www.keguanjp.com/kgjp_jiaoyu/kgjp_jy_gdjy/pt20180621092453.html 

2018 年 04 月 13 日客観日本「日本基础研究能力下降，危机感增加」 

 http://www.keguanjp.com/kgjp_jiaoyu/kgjp_jy_gdjy/pt20180413091603.html 

2018 年 02 月 09 日 SPC 取材リポート「中国の評価引き続き上昇 英教育誌アジア大学ランキ

ング」 

 2017 年 11 月 30 日 SPC 取材リポート「高被引用論文研究者数で中国 3 位に クラリベ

イト・アナリティクス社発表」 

  https://spc.jst.go.jp/experiences/coverage/coverage_1732.html 
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